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序

遺跡分布調査は埋蔵文化財保護行政の中で最初におこなわなけれ

ばならない仕事の一つであります。しかもこの調査は遺跡保護の基

礎的な仕事であり，埋蔵文化財保護のスタートはここからはじまる

といってよいでしょう。

この基礎的な仕事を今年度は東北横断自動車道秋田線(横手市・

秋田間)について実施し，新らしく 44ケ所の遺跡が発見されたので

あります。これらの遺跡は開発予定区域内に所在することから，今

後具体的な形で保護策をこうじなければならない遺跡であり，今後

この点を考慮、して開発側と協議してまいりたいと考えております。

また範囲確認調査を実施した遺跡は，昭和57年度の具体的な開発

計調区域内にある遺跡であり，その保護については早急に対策を立

てる必要があります。これらについても埋蔵文化財を保護するとい

う立場で対処したいと考えておりますので，今後とも埋蔵文化財の

保護について御協力くださいますようお願い申し上げます。

最後に本調査に御協力いただいた関係各位に対して心から感謝の

意を表します。

昭和57年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎



伊j 院コ

1 .本報告書は昭和56年度，秋田県教育委員会が国産補助を得て遺跡分布調査を実施した結

果をまとめたものである。

2 .遺跡分布調査は大野憲司，範囲確認調査は富樫泰時，永瀬福男，熊谷太郎，柴田陽一郎

高橋忠彦がおこなった。

3.遺跡分布調査の東北横断自動車道秋田線(横手市・秋田市間)の調査結果は昭和55年，

56年度の調査結果をまとめたものである。

4.範囲確認調査の報告は各遺跡の担当者が執筆したものである。

5 .上の山III遺跡は調査の結果上の山口と同一遺跡であることが判明したので上の山IIとし

て報告した。

感 謝

本諦査には次の方々からご協力いただきました。記して感謝の意を表したいと思います。

田沢湖町教育委員会，農角市教育委員会，能代市教育委員会，井川町教育委員会，山本町

教育委員会，秋田市教育委員会，河辺町教育委員会，雄和町教育委員会，協和町教育委員会，

西仙北町教育委員会，南外村教育委員会，大曲市教育委員会，大雄村教育委員会，平鹿町教

育委員会，横手市教育委員会，秋田県住宅供給公社，建設省東北地方建設局玉川ダム工事々

務所，東北農政局能代開拓建設事業所。
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I 

昭和56年度の遺跡分布調査は昭和55年度から継続して実施した東北横断自動車道秋田線(横

手市秋田市間)の|福 200m，長さ56km(秋田市，河辺町，雄和町，協和町，西仙北町，南外村，

大曲市，大雄村，平鹿町，横手市) ・東北縦貫自動車道小坂町地区の区域，範囲確認調査は玉

)11ダム建設予定地内 l遺跡，秋田県住宅供給公社毛馬内団地造成地域内 1遺跡，国営能代開拓

県営ほ場整備事業他 8遺跡の調査を実施した。

調査は県教育庁文化課及び秋田県埋蔵文化財センター職員が実施した。

日@分寄調

遺跡分布調査@範囲確認調査

1.調査の目的

東北横断自動車道秋田線・東北縦貫自動車道小坂町地区の分布調査，玉川ダム建設地(田沢

湖町)，能代開拓建設事業(能代市・山本町)，宅地造成地(鹿角市・井)11町)にかかる遺跡

10ケ所の範回確認調査を実施し，埋蔵文化財の保護をはかることを自的に実施する。

2.調査の概要

(1) 調査主体者 秋田県教育委員会

(2) 調査対象地域他

区 分 調査範間，遺跡名他 1'li 当
者司

分布調査 東北横断道秋田線・縦貫道 !幅200m，延長56km(横手市~秋田間) 大野

腹鞍ノ沢遺跡 此掛沢 I遺跡 富樫 時

山の上 I遺跡 此掛沢II遺跡
永瀬 男

能代開拓建設事・業 紫回 陽一郎
山の上II遺跡 逆川遺跡

橋忠彦範囲確
山のよIII遺跡 熊谷太郎 l

認調査
宅 地 I、昼口二 成 寺の上B遺跡(鹿角市) 高橋忠彦

玉川夕、、ム建設 長 館遺跡(田沢湖町) 高橋忠彦

そ σ〉 他 大野地貝塚(井川町) 高橋忠彦
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1 ) 分布調査(東北横断富動車道秋田繰骨 車動車遵JJ¥t反町地区)

東北横断自動車道秋田線(横手市@秋田市開)

Nα 遺跡、1'， I"fI 5jIJ 所 在 J也 公民 「臼 土 n口ロ 11寺 代 現 1兄 明II 考

l 新 田I 造物包含I也 績予市大震新町字新l町5，49， 49， 57ほか 民有地 縄文土器，石箆，石片 おE 文宅[剖地，果樹

2 小松原 11 横手市大庭新町字小松原230-300 民有地 縄文土器，石j悲し石片 縄 文水田，畑地

3 抑11 Ef:I 1 11 術i手市新藤柳国字柳田70-80 民有地 石片 高監 文畑地 地

4 II 11 績予市新践例悶字問H160-70 民有地 縄文土器，石!十 ~llli 文果樹図

5 家ノ前 I 11 王子!克?市平鹿町~醐字家ノ flí1l 55-158 民有勉 中世陶器 zド 佐山林，畑地

6 !I II 11 'JZ鹿郡平鹿町夜間字家/詰i]34 民有地 中佐陶磁器 中 世山村、，焔f也

7 朴[[]館 自官 劫;1z'l 6~円I ， f庇22町0Jニ吉1 ，田 2IiZ22内.字22中3ト回-2l07--5I， 215. 民有地 2条の?'u犠跡 9' t止tJJ 十本

日中 111 1 i立物包含I也 三F底部平日''[flfr上古田間内三l='i'山5りの 1 民有地 ili:ill:陶磁器 1斤 世主宇品リン

9 II " jT鹿郡平鹿IifLlニ吉凶IltJ内宇中山41，60 民有地 泣一世陶磁~~ i斤 li日L 与ゴを昔)f[翻(リ ン

10 I 'r'J 原建跡 エj11免郡平!克町上子守Al間I1-J字竹原118，119‘]20，12] 民有地 三須塁塁!J1主器I縄手，文士王堕総・王石.器続 縄奈良~平安文 果ウ樹)関(ブド

11 上諸 IlIij i笠物包含I也 横手市猪岡三i'=J::諸問 民有地 須恵若ま，妥~，年 奈良~平安 J.kED， 知的也

]2 手取活水 11 横手市清水町新田字JIIl川端22 .R::有地 縄互主文主主土ま℃器二l二Jli長(後 Il児期) 縄文，弥生 水悶，畑地

131 -f 図 If 平成郡大森町板井ED字下宿 7 氏有地 縄王I文岩垂土.器jニ自市(後苦茸j窃) 縄文，平安 矧 f也

14 下回待 I也 11 大IffJ市内小友字下回谷地130j也 民有地 縄1'i文苫"'，土1器二日i1(1後君茸期) 縄文，平安 'tm I也

路島十九沢潔 大曲市内ノj、友字下回谷地103 民有地 安山 中本

]6 寺 山 遺物包含地 大山市内小友字寺山44の 3 民有地 縄文土器，石)午 縄 :文畑1也， 1幻林

17 太 回 If 大駒市内小友字太図]33-1， 2， 5， 9 民有地 縄文土器，石)十 総i 文知!地，山林

18 石 illl 大駒市内小友字石神98-1， 99 民有地 ."，堀跡 中 世畑地，山林

19 大')lIliil'ìJ~ 1 i立物包含I也 火IiIJ北山市部南内小外友村宝千石大神焔下潜段沢2391. 32 民有地 石片 線i 文山林，畑地

20 If II If illJ北部南外村字大知1i!5' i，尺241-1 民有地 縄文土器，石片 縄i 文宅地，畑地

21 If III If ft1J北部洛外村守二大畑!lim沢251 民有地 縄文土器，石片 機 文宅地，畑地

22 大畑深 lLJ If 南外村-J'大知li*tJJ274-3， 4， 6 民有地 縄障害文製土石器斧， (H石免1箆UIJ 品百 文 宅オく地EIf 知i地

23 小/，L¥ 1 If 南外村字小tH 450， 455 民有地 縄文土器，石斧 縄i 文畑地，山林

24 If II If 南外村字小出 461-1 民有地 縄石鉄文土，器石片(WiJ切) 織 文 知!ll也， 11JT本

If m If 南外村字小出 466-3司467-17 民有地 縄文土鉱石片 者監 文 畑地，宅地

26 1 IJ、 r!( If 南外村学小沢 22， 63 民有地 石}十 おE 文 111 村L

27 iiij ffI而 If 凶{山北町大沢郷三T字戸川11諮問ilIT1 -182 民有地 石片 縄 7文 山林，宅地

28 tfA iH 11 西illl北町大沢郷寺字戸川淀沢 1-45 fi:有地 総司王文片二仁器， 石鍬(lIOiJUI) おE 文 対日I也， 山林

29 野 E日家越 11 間1山北町大沢郷寺子字型J-Al家越 1-20 民有地 石片 総 文 はl 中本

30 上針台 11 四illl;1じ町J強首字上野れおの 1 公:有I也 石片 縄(1白石器文) 牧恕 I也

31 チf iR 11 西illl北町九升問事7臨み手目 1-12 民有地 縄文土器，お斧，石片 縄i 文 :1:111 J也

32 大宅全型f If i山ヒ北田I大巻主士き雪寸t3540 民有地 縄文土器， ::{ヨ片 おE 文水a，畑地

33 岩 iMi If 協和H汀怜吉111字岩瀬127 民有地 石!守 品百 文 水 国

3，1 半 il1l H 1，¥1，手口町由来古川!字.'Fill!48 民有地 1 石~flt 石片 者E 文 山 村:

35 EI .~~狐森 If 協和町中淀川字日暮孤森112-122 民有地 石片 前liIl 文 宅対n地地， 水m 

36 上ノ 1111 If 協和町中淀川字千着上ノ l1170 氏有J也 縄文土号if，お片 綿i 文 水 阪

37 11 II If 協和町中淀川字千翁 tノ社112 民有地 縄文土器，石J:¥- 話E 文 山林，水悶

38 館 型} If 協和町中淀川字千務館聖子228 民平lfj也 縄文土器，石片 縄 文 水宅地殴， 畑地

39 ;石坂台 I If 河辺町戸jみ字七i泊おJ反台271他 民有地 縄文土器，石片手 者E 文 牧草地

40 11 II If 河辺町戸島字戸七1111石級会247j也 民有地 縄文土器，石片 縄 文 f田 i也

4] If III If 河辺i灯戸島字七rlll石坂'ei233j也 民有地 縄文土器，石片 告官 文 t田 1ti出

42 11 N If 河辺町戸足当字七1111石坂台214他 民有地 縄文土君主，石片 純i 文 :l:llU也， 山林

43 11 V If 河辺町戸!誌とF七tl担石j及台168-4， 175他 な有地 縄文j二吉弘石片 説監 文 何!I地司tJJ林 広あ大るで

44 松木千i 11 河辺町松j刻字松木台120j也 私有地 縄文二仁滋，石片 純血 3ζ 封111臥， I1lt本 Iあ主主るζてe
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第 6図 東北横断自動車道秋田線遺跡位置図
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東北縦貫自動車道小坂町地区

No 遺跡名 間 日Ij 所 在 地 公民 出 土 ロロ口 時代 現 j兄 {結考

l はりま館 長官 跡、 小坂字下モ上ノ¥山37，46-1， 45， 中 i仕 t国 I也

38ーし 43，44-1， 44-2， 42， 

59， 60， 61， 58， 64， 66， 68番地

2 横 館 自宮 路 小坂字横館22，26， 25 (27， 28， 中世 山 中本

29， 30， 31， 32， 33， 73)番地 ; 

3 館乎館 自官 跡 小坂字館平12-1番地 中世 LlJ 林

4 館平館 館 跡 小坂字館平12-1番地 中世 山 1ホ

5 小坂舘 自富 湖、 小坂字自長根20，22， 23番地 中 一位 μ| 中本

6 1 IJ、坂舘 館 跡 小坂字自長根33番地 中世 山 1ホ

7 辺森蕗 l!I'> 跡 小坂字辺森 5. 22番地 中世 1I1 寺本

8 道合 I 遺物包含地 小坂字道合4， 5苦手地 石}也 縄 文 的; 軒'

9 1 i草合 II 遺物包含地|小波字ili合16苦手地 縄文土器g- 縄 文 !京 堅f

10 大岱 I i立物包含地 小坂字大岱 1， 2， 3， 4， 5， 縄文土器片 縄 文 畑地， 山中本

8， 10， 11， 12， 13， 14， 15， 16， 原野

24， 25， 44番地

11 大岱 II 遺物包含地 小坂字大岱 8，43番地 縄文土器片，石片 縄文 牧草地

12 大岱 III 遺物包含地 ノト坂字大岱 後北C式土器片 続縄文 牧草地

13 円 )11原 遺物包含地 小坂字円)11原 9番地 石片 縄 文 牧草地

9 ー





.範閤確認調査

(1)長者舘遺跡

ト所在地

2.面積

3.調査期間

尋.課査者

仙北郡田沢湖町湯ノ又

31，000m2 

昭和56年 6 月 29 日 ~7 月 4 日

高橋忠彦

5.遺跡の立地の特徴

6.範囲@時代 e性格

7.地層(深さ)

8.その他の特記事項

遺跡は玉川!の支流小和瀬川と湯ノ又沢の合流点の東側に付き出た丘陵

の末端部にある。標高は 400m前後で，現在は山林となっている。

現地では径 4~5m の凹地があり，調査の結果凹地内には焼土，炉に

使用されたと考えられる焼石などがあり，凹地が住居跡であることがわ

かった。この他に焼土遺構も確認している。

出土遺物(土師器)から平安時代の集落跡と考えられる。

I 層黒褐色土(表土)が10~20cmほど堆積しているだけである。

竪穴住居跡の局閣には，ロームがマウンド状に盛られている。

-11 
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図版 1 愚者館遺跡遺景(上}遺構(下)



(2) 

1.所在地

2. 

3.調査期間

尋，

5.遺跡の立地(J)特徴

6.範圏@時ite性格

7.地膚(深さ)

8.そ(J)弛の特記事項

鹿角市十和田毛馬内字寺の上

6，500m2 

昭和56年 6月 18-6月 6日

高橋忠彦

遺跡は小坂川と大湯川iに挟まれた標高 160mほどの台地南端に位置す

る。遺跡の東側に中世の柏崎域があり，眼下には毛馬内の市街地が臨め

る。遺跡の現況は肥沃な畑地と果樹闘である。

出土した遺物はなかったが，径 1m，深さ50cm(ボーリング調査)円

形の土壌を検出している。調査地点は遺跡の北端と考えられる。

I層黒色土 (30cm)II層褐色土 (20cm)でII層中に浮石層がみられる。

遺構確認面は， m層黄褐色ローム面である。

秋田県遺跡台帳によれば，寺の上B遺跡からは続縄文，小坂X式土器

陶器片が出土している。
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図版2 寺の上Bi量跡iII最(..1:)造線{下}



(3) 腹鞍の沢遺跡

1 .所在地

2.面積

3.調査期間

4.調査者

5.遺跡の立地の特徴

6.範囲・時代・性格

7.地層(深さ)

8.その他の特記事項

能代市腹鞍の沢18-5他

A地区 6，500m2 

B地区 6，450m2 

C地区 4，400m2 

D 地区 1，600m2 

E地区 2，550m2 

F地区 2，850m2 

昭和56年 4月 6日~同年 4月日日

永瀬福男 熊谷太郎

遺跡は米代川の左岸に形成された中位段丘が開析きれ，舌状になった

台地上に立地する。標高35~38m を測る。遺跡の現状は松林である。

約10haの台地上には， 6地点の遺跡が確認された。いずれも台地の縁

辺部に位置する。 A地点では平安時代の竪穴住居跡，土壌が検出きれ，

集落跡、と考えられる。 B， C， E地区では縄文時代後期の土器，石器が

検出され集落跡と考えられる。 D地区は須恵器，土師器，縄文土器片が

検出されたが性格不明で、ある。 F地区は溝状遺構，土墳が検出されたカミ

性格，時代は不明で、ある。

A~F地区とも，地層の構成は基本的に同じである。第 I 層は黒褐色

土層 (20~30cm) 第 II 層は暗褐色土層 (10~20cm) 第 III層は地山ローム

層である。なお， D地区では第 I層の上に飛砂が約20cmほど堆積してい

る。

範囲確認調査での試掘面積は2，512m2で、ある。
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図版 3 腹織の沢遺跡現況 {よ)泊朝専(下)



(4) 上の山 I遺跡

1.所在地

2.面積

3.調査期間

4.調査者

5.遺跡の立地の特徴

6.範囲・時代・性格

7.地層(深さ)

8.その他の特記事項

能代市浅内字上の山(第10図参照)

27，700m' (大部分間田工事のため破壊)

昭和56年11月 9日-11月14日

永瀬福男

米代川の左岸に形成きれた段丘の西縁に位置する。

遺跡下は沖積地となり，浅内沼が存在する。 浅内沼の西方は砂丘となり，

日本海に至る。現状は田地である。

開田工事の際，大部分は破壊されてしまったものと考えられ，縄文土

器片と古代の土器をわずかに出土したのみである。

関田工事のため，地山ローム層まで削平されている。

範囲確認調査での試掘面積は， 2，688ぼである。
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第12関上の山 1，II，此掛沢 1，II遺跡範囲図 』ヶー二百一一寸~.!1m
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図版 4 上の山 I遺跡選最 (上}遺構 {下)
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図版5 ょの山 Ii量・出土造物 {よ}上の山 11追跡出土品(中，下)



(5) 上の山 II遺跡

1.所在地

2.一面積

3.謂査期間

4.調査者

5.遺跡の立地の特徴

6.範囲・時代・性格

7.地層(深さ)

8.その他の特記事項

能代市浅内字上の山

131，000m2 

昭和56年11月 9 日 ~11月日日

柴田陽一郎 高橋忠彦(上の山III遺跡)

遺跡は浅内中学校東方の台地にあり，標高は32~35m である。現況は

水田，畑，林となっている。遺跡から沢を隔てた南側の台地にムサ岱遺

跡があり，農道の北側には此ノ掛沢II遺跡がある。

遺跡の範囲は東西約 650m2，南北約 300mである。検出遺構は竪穴住

居跡，溝跡で，出土遺物は土師器杯，須恵器薬がある。時代は平安時代

である。グランドの東側からは縄文土器がわずかに出土した。

遺構確認面までの深きは緩斜面と平垣部によってかなりばらつきがあ

る。平担部の第 I 層は黒褐色土(10~20cm) 第 II層は暗褐色土 (20~40

cm)第III層は遺構確認面で責褐色土(ローム)となっている。東側の水

田は第 I層が黒褐色土(約20cm)でその下が遺構確認面となっている。

上の山 II，III遺跡は向じ台地上にあり隣接している。縄文時代の土器

が上の山III遺跡、の東側よりわずかに出土しているが，その他は平安時代

の遺構，遺物のみで，その分布範囲は両遺跡にわたっている。その為，

上の山 II，III遺跡を同一遺跡とし，上の山 II遺跡とする事にした。

- 25-



図版6 よの山口遺跡遺集(上)遺稿(下)



図版7 上の山nillJ出土iI物
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(6) 此掛沢 I遺跡i

1 .所在地

能代市浅内字此掛沢75他

2.商議

21 ，300m2 

3.欝査期間

昭和56年11月 16 日~1l月 28 日

尋 a

永瀬福男

5.遺跡の立地の特鍛

6.範囲@時代@性格

7.地麗(深さ)

8 .その他の特記事項

米代}IIの左岸に形成された段丘の北縁に位置する。遺跡下は米代)11に

よる沖積地が広がる。標高約 28mを測る。段丘面は平坦面をわずかに

残すものの，意外と起伏が激しい。現況は畑地，団地となっている 0

竪穴住居跡が数棟のほか，溝状遺構，土墳が検出された。住居跡のな

かには， 1辺約10mほどの大型の住居跡、が含まれる。出土遺物から平安

時代の集落跡と考えられる。

関田工事のため 1部地山口ームが露出しているところもあるが，基本

的層序は，第 I 層が黒褐色土層 (30~40cm) 第 II 層が暗褐色土層，第百i

層が地山口一ム層である。

範囲確認調査での試掘面積は， 2，342m'で、ある。
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図版 S 此掛沢 I遺跡遠景(上}通網 (下)



図版9 此掛沢 I遺跡遣事情{よ.下)
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図版10 此掛沢 I遺跡出土遺物{土，下)
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(7) 此掛沢II遺跡

1 .所在地

2. 

3. 

4. 

E号、

j 範霞@時党 e

7.地麗(深さ〉

能代市浅内字此掛沢119他

48，400m2 

昭和56年11月16日-11月28日

米代川 形成された段丘の北縁に る。 止七胡、 1:I笠岡:の東側

にあり E遺跡とは開折された谷で境界をなすc 遺跡の西{引に谷が入 1)込

み句さらに西側でも大きく西側に入り込む谷がある。 遺跡の北側は

地で貯水地(堤)がいくつもある。遺跡は東西の谷に挟まれた北端が高

くそこから南に向って低くなり，

低い所で28mである。現況は畑地で豆，

る。

も低い。高い所で標高33m

陸稲などが栽培されてい

遺跡からは縄文H寺代後期初頭の竪穴住居跡， どの

された。 f也に しづ也点には!日石器時代の遺跡が

確認された。出土品の中に米ケ森型台形石器とその石核などがあり注目

されるのこの地点はローム面まで削られてしミるが!日石器時代の包含層は

残っている。

ため削られロームが露出している所が為る。

基本層序は I層耕作土， II層黒色土， m層暗掲色土 N口ームとなって

いる。低い所に II，III層が厚く堆積しロームまで 1mを越す所もある 0

8.そのイ也の特記事項

!日石器時代，縄文時代，古代と大きく三時代の遺跡が所在する。旧石

器時代の遺跡(包含層まで) されたのは米代)11流域では初めての

ことである。遺跡の面積は48，400ぼである。

35 



• 

図版12 此掛沢目遺跡遺豊島{よ)通情{下}
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(8) 逆JII遺跡

ト所在地

2.商 穣

3.調査期間

4. 

i 遺跡的立地の特建設

6.範画 e時代@性格

7.地麗(深喜)

山本郡山本町外向字渡道

昭和56年11 月 16 日 ~20 日

柴田陽一郎

遺跡、は山本町の逆川集落の南方約 400mの台地上にありラ標高は42m

である。現況は農道をはさんで東側が水田と畑，西側が松林となってい

る。

農道の東側の水田と畑はほとんどが1O~30cmで、ロームに達する。遺構

は検出さtlず，縄文土器，土師器，須恵器の破片がわずかに出土したに

すぎない。林を水田や畑に造成した際に破壊されたものであろう。

西側の松林では西北端斜面で!日石器が出土した。その東側は松の抜取

りによる穴が所々にあけられ，問地となっている。

旧石器が出土した地点は緩斜面となっている。表土は薄〈約30cmでロ

ームに達する。その地点から東側は，ロームまでの深さが約40cmである 0

8.その飽の特記事項

今回の分布調査では期間の最終日に遺跡の西端部で、石器が出土した。

後日!日石器であることが判明。

したがって，旧石器時代の遺跡の範囲については，再調査が必要であ

る。
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図版15 逆川遺跡逮最{よ}旧右犠出土状況(下)
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図版16 逆川遺跡出土遺物・旧右犠(よ.下)
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第18図 逆JII遺跡出土遺物(I日石器)
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(9) 大野地遺跡

1 .所在地

2.面積

3.調査期間

4. 

5.遺跡の立地の特徴

6.範囲@時代@性格

7.地麗(深さ)

8.その他の特記事項

南秋田郡井川町坂本字大野地

13，500m2 

昭和56年11 月 16 日 ~11月初日

高橋忠彦

遺跡は八郎潟東岸より 5km東に入った丘陵の南側斜面，標高35~40m

に位置する。大野地部落と赤沢部落とを結ぶ道路を挟んで南北に広がる

遺跡である。遺跡南西部は土取り工事のために破壊されている。

縄文時代前期から後期の土器片が多数出土した。遺構は竪穴住居跡，

土境，焼土遺構等である。また，土取り工事によって露出しているフラ

スコ状ピットには貝が含まれており，この遺跡が縄文時代前期・ 後期

の集落跡と考えられる。

I層表土 (20cm) II層黒褐色土 (30cm) III層褐色ロームとなり，場所

によっては深きが 1m 以上のところもある。

遺跡の発見は昭和55年 6月のことで，その際に採集された貝類は鑑定

の結果ヤマトシジミヲハマグ 1)，アカニシ等であることが報告されてい

る。

「秋田県立博物館ニュースJ No.23. 27 
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図版17 大野地遺跡現況(よ}造物出土状況{下)
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図版18 大野地遺跡出土遺物
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図版19 大野地遣鎗出土遺物



図版20 大野地遺跡出土造物
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図版21 大野地遺跡出土造物
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図版22 大野勉遺跡出土遺物

• 

• 

、
ー



ζこ二〉
どここ二〉

くご二二三込

ζーーへ~ーコ

く二〉

Cコ
第20関大野地遺跡l出土遺物

- 54-

く之斗

〈ご〉

九
向
山
V

A
鮪糊
V

ぐご〉



-ss一

階事芋昭判事栴錨￥ 題
t
-
q可
t
f
E
1
r
v
R
1
1
φ
f
I
T
J吐
可
正
中
f
t
f
J
F

U 
M
I
l
i
-

-
L
J
1
l
i
i
n
'
 

!叫

U 


	第93集 遺跡詳細分布調査報告書
	序
	例言
	目次
	Ⅰ．はじめに Ⅱ．分布調査
	Ⅲ．調査の結果 1）分布調査
	2）範囲確認調査 (1) 長者館遺跡
	(2) 寺の上Ｂ遺跡
	(3) 腹鞁の沢遺跡
	(4) 上の山Ⅰ遺跡
	(5) 上の山Ⅱ遺跡
	(6) 此掛沢Ⅰ遺跡
	(7) 此掛沢Ⅱ遺跡
	(8) 逆川遺跡
	(9) 大野地遺跡



